
  

  

 

WEEKLY COMMUNICATION
Rotary Club of Chiba-West

国際ロータリー第2790地区 第3グループ
千葉西ロータリークラブ

創　立　1976年1月20日　　承　認　1976年2月25日
会　長　藤　﨑　泰　裕　　　　　幹　事　木　村　龍　次
例会場　千葉スカイウインドウズ 東天紅　センシティタワー23階
　　　　TEL 043-238-5555
例会日　毎週火曜日 12:30～
事務局　千葉市中央区新田町12-1　トーシン千葉ビル7階
　　　　TEL 043-245-3202　FAX 043-245-7522
　　　　E-mail：chibawestrc@wrpc.co.jp
　　　　URL：http://www.chibawest-rc.net/

   地区スローガン ： 「クラブが主役となり、奉仕の理念の実践を ！ 」
クラブ方針 ： 「扉を開こう！そして一歩踏み出そう‼≪Open the door! And take a step≫」

2020年12月15日【1】

■ 会長挨拶 /藤﨑泰裕 会長
　13 日の日曜日、ガバナー事務所にて、「ロータリー談議の集い」に参加して参りました。参加者は
コロナ禍ですので、主催の地区管理運営統括委員会ならびに地区ロータリー研修委員会のメンバー 6
人と招請されたパストガバナー、そして参加クラブ 6 人、計 13 人で時間を延長するほど盛り上がり
ました。
　当クラブの炉辺会談もコロナ禍中は、ランチを挟んで開催するのもいいかなと思うほど、とても素
晴らしい集いでした。
　さて、昨日 LINE いたしましたが、『新第 3 グループのガバナー補佐候補 3 人が辞退してしまい、
再度依頼しましたが、それも辞退と言う結果になり、時間が無いので千葉ＲＣから推薦された「K」
会員にお願いし決定いたしました。』と、ガバナーエレクトより直々にお電話をいただきました。で、ロー
タリー談議の集いでパストガバナーに四文字熟語「和而不同（わじふどう）」を習ったばかりでしたので、

電話を切った後自分なりに考えてみました。
　もしかすると、本命のＳ氏がダメであっても、最終的にはＫ氏になるように仕組んだのではないか ？ と、まぁそこまで考え
て策を練ったとすれば、素晴らしいガバナーになる事でしょう。

■ 四つのテスト/ 吉野秀和 会員
 「言行はこれに照らしてから」
　真実かどうか
　みんなに公平か
　好意と友情を深めるか
　みんなの為になるかどうか

■ お客様
　ヘランバ アーラッチゲー ディヌカ ロシャーン ヘランバーラッチ 様
　（ゲストスピーカー・米山奨学生）
　森　秀樹 様（国際ロータリー第 2790 地区米山記念奨学副委員長）
　高橋久子 様（国際ロータリー第 2790 地区米山記念奨学委員）
　劉 子悦 くん（米山奨学生）

■ 幹事報告
 　なし

■ 委員会報告
 ・親睦活動委員会
　忘年家族例会のご案内
　12 月 22日（火）忘年例会並びに会長幹事慰労激励会を開催します。
12:30 ～ 14:30 の予定ですので奮ってのご参加を　お待ちしています。
アトラクションの関係で、地下駐車場が使えません。あらかじめご了承
ください。

 ・クラブ広報・ロータリー情報委員会
　千城ウィンドシンフォニカより、クラブ広報に関する御礼とご報告です。
後援頂いたクリスマス・ジョイント・コンサートについて、千葉日報社と
千葉テレビへ取材依頼を行ったところ、昨日千葉日報社より取材を受け
ました。また千葉テレビも確約は出来ないものの取材の予定を入れてく
ださったとの事です。ロータリークラブの後援のお蔭です。ありがとうございました。
　また今回の演奏会は「ノータッチオペレーションの推奨」ということで、通常演奏会で配布される紙のパンフレットは配布
せず、電子プログラムを作成しております。藤崎会長のご挨拶とクラブHPアドレスを記載致します。ご覧になっていただけ
たらと思います。
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■ 国際ロータリー第 2790 地区米山奨学生卓話　ヘランバ  アーラッチゲー  ディヌカ  ロシャーン  ヘランバーラッチ 様
　 「米山記念奨学生として」
　皆様こんにちは、
　私は 2020 年受入ロータリー米山記念奨学生ディヌカロシャーンと申します。世話クラブは大網ロータリー
クラブで、世話カウンセラーとして石田英世様大変お世話になっております。スリランカの出身です。現在千
葉県八千代市にある、秀明大学、観光ビジネス学部、観光ビジネス学科に所属しており、幅広く観光につい
て勉強しています。今４年生です。今日皆様の前で、私のことについて卓話をさせていただく機会は大きな
喜びです。テーマは自己紹介ですが、過去，現在、未来と言う三つのテーマに分けて卓話させていただきた
いと思います。
　私は南アジアで位置する海に囲まれた小さな国スリランカで生まれました。出身地はコロンボです。ずっとスリランカで育
ち、スリランカの高校で上級レベル医学部を卒業しました。スポーツも好きでしたが、学校でバドミントンをやっていました。
最近の趣味は旅行ですが、日本に来る前は、たくさん本を読みました。特に、スリランカの歴史や文化に関する本、また、
諸説などにも興味ありました。日本に来た後、美しい日本をたくさん見たい、日本の歴史や文化をもっと知りたい，勉強したい、
という気持ちを強くなってきましたので、暇なときに旅行をしています。日本では日光、山梨県、富士山などの様々な所を
旅行しました。その中でも、一番印象に残っているのは富士山です。富士山のきれいな景色やその美しさが今でも印象に残っ
ています。
　私は、五人家族です。両親と妹と弟です。みんなスリランカに住んでいます。父は経営者です。木材を扱う会社を経営し
ています。母は主婦です。妹はスリランカの大学を卒業しました。弟は現在会社員として勤務しています。
　これから皆様にスリランカを簡単に紹介させていただきます。スリランカは南アジアで、インドより南の方に位置している、
海に囲まれた島の国です。国名の日本語の表記はスリランカ民主社会主義共和国です。日本では昔から「セイローン又は
紅茶の国」として有名になっていたと思います。スリランカの面積は約 6 万 5,000 平方キロメートルであり、北海道の約
0.8 倍の面積です。というのは北海道より小さい島です。人口は約 2,000 万人です。首都はスリ・ジャヤワルダナプラ・コッ
テです。主な民族はシンハラ人であり　タミル、イスラム、バーガーという民族の人たちも平和に協力して暮らしています。
公用語はシンハラ語です。英語とタミル語も使われております。2,500 年の歴史を持つ、文化的に富んだスリランカは、輝
くビーチ、豊かな世界遺産、美しい景色たくさんあるところです。平均気温は 27℃であり一年中温かい国です。スリランカ
は小さいですが観光地がたくさんあります。世界的にも人気ある観光スポットです。特に日本でも人気があり、日本人の観
光客もたくさん訪れています。特におすすめたい場所は「キャンディ」です。スリランカを代表する仏教のお寺や美しい街
並みがありスリランカらしさがあふれる「キャンディ」を自慢したいです。また「シーギリヤ、ヒッカドワビーチ、コロンボ、ゴー
ル」なども人気ある観光スポットとして勧めさせていただきます。
　スリランカの料理を簡単に紹介させていただきます。日本との全く違う食文化があるスリランカは自然の物から作られた
香辛料を使用した、スパイシーな名物グルメや優しい甘さのお菓子などの美味しい食べ物がたくさんあります。肉や野菜を
煮たものが多いです。基本的には「ライスアンドカリー」、つまり「ごはんとおかず」です。スリランカのおかずは香辛料で
調理されているため、日本人にとっては「すべてカレー」という印象になります。特にスリランカのカレーは日本でも人気
あります。良かったら皆様も一度スリランカへ旅行してスリランカの美味しい料理、温かい、きれいな景色、もちろん温か
い心を持ったスリランカの人々の「スリランカのおもてなし」をぜひ楽しんでいただきたいです。
　では次に、少し私と日本の関係について紹介したいと思います。私は初めて日本のことを意識したのは中学生頃です。そ
れはスリランカのテレビで放送された「おしん」と言うテレビドラマを見て母国スリランカと全く違う日本の文化や歴史を新
鮮に感じて、特に美しい着物や挨拶するときのお辞儀をする礼儀正しさなどにとても感動しました。そのドラマで見た日本
の昔の風景がとても気になりました。その後も日本のアニメや映画をみて、私も一度日本に行って、日本の昔の伝統的な風
景を実際に感じたい、美しい日本を目で見たい、いう強い気持ちを持ちました。日本が好きでした。そのあと母国スリラン
カの高校を卒業後、留学を決意しました。留学先を選ぶところで両親からもさまざまな意見がありましたが、世界のたくさ
んの国々の中から私的には日本が一番でした。なぜならば、こどもの頃からあった「日本へ行きたい」という強い思いを叶
えることになるからです。それで両親も留学先として世界の他の国々より犯罪履歴が少ない、安全な国として日本は安心で
きるところだと賛成でした。高校を卒業後 IT の専門学校に入って、パソコンで、グラフィックデザイニングを学びました。
そのあと留学費用を準備するために、以前学んでいた専門的な知識を活かしてスリランカの広告会社に就職して、グラフィッ
クデザイナーとして勤務しました。それで留学費用を早めに準備することができ、日本の留学が叶いました。
　2015 年 10 月 3 日、初めて日本に来て習志野外語学院と言う日本語学校で１年半日本語を勉強しました。日本語学校に
通いながら大学の受験をして合格し、日本語学校を卒業後秀明大学の観光ビジネス学部に入学することができました。現在
秀明大学４年生です。大学の授業では観光に関する基本的な知識のほか、お客様に対して「おもてなし」のために必要な知
識や技能を学んでいます。現在の履修状況はすべて単位修得しております。
　私は国際交流をしながら学ぶことを大切にしています。大学の授業以外、千葉県八千代市の国際交流イベントに参加し、
母国スリランカの紹介を行ったり、大学祭で飲食店を出店するためにリーダーを務めたり又、様々なボランティア活動に参加
しました。様々な国々の人との交流で私にとって大きな学びを得ました。国の違う人と何かをやり遂げる事は大変さもあり
ますが、その中で新しいアイディアを交換し、またコミュニケーションをとることができました。お互いの理解を含めて活動し、
楽しい思い出を作ることもできたのは私の人生の中で体験した素晴らしい経験だと思います。特にボランティア活動などは、
いい思い出を作るためにとても素晴らしい場面です。たとえば、大学からのすすめで、八千代市新木戸小学校の子供に英
語を教えるために行きました。そこで子供とさまざまな活動をたくさんして過ごした時間は今でも印象に残っています。そ
れは忘れられない楽しい思い出を作りました。
　最後のテーマ、未来ですが、日本の「おもてなし」に感動し、大学を卒業後も日本で就職したいと思っています。今まで
大学で学んだことや、日本で経験したことを活かして、就職するために日本の航空会社またはホテル業界の就職を目指して、
昨年から様々な就職活動やインターンシップ、説明会，面接などに参加しています。今年の新型コロナウイルスの影響でた
くさんの企業の就職活動中止になり、少し就職活動が遅くなりましたが、自分の夢をかなえるために、これから必死で頑張っ
ていきます。 日本で就職して日本と世界の架け橋になるような仕事がしたいです。
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■ 次週プログラム
　12月22日（火）忘年例会
　ゲスト　ヴァンドルディ・サクソフォン・カルテット
12:30点鐘 千葉スカイウインドウズ 東天紅
延長例会14:30まで

52

47 13 3 93.61 640,000

16,00072.3434 44

 ニコニコBOX
 ・花嶋…スリランカも良いところ。
 ・川島…ロシャーンさん、卓話をありがとうございました。
 ・藤崎…米山奨学生ヘランバ　アーラッチゲー　ディヌカ　ロシャーン　ヘランバーラッチ君、
　　　　本日の卓話ありがとうございました。
 ・川城…師走ですネ！佳き年をお迎えしましょう。
 ・須藤郁雄…がんばっています！
 ・長坂…次週忘年例会よろしくお願いします。
 ・前田…ニコニココンペ準優勝しました！ありがとうございました。

※ 出席率には　ＲＩ理事会にて決定された内容が含まれておりません

12月22日（火）センシティビル地下駐車場（東天紅用）は全て予約が入っております
オーロラシティパーキング or ５藤（ごふじ）スカイパーキングをご利用ください

それで、日本とスリランカ、また世界のたくさんの国々のとの国際交流をしながら、自分から社会に役に立つような仕事を
することはとても喜びだと思います。このような仕事で、たくさんの経験を得て、将来スリランカに帰国して、自分の会社
を作りたいです。それは広告会社、またはホテルかもしれませんが、そこで私は日本で学んだ、また実際に経験して感動し
た「おもてなし」をもとにしてお客様への素晴らしいサービスをさせていただきたいと思っています。また帰国した後もス
リランカのロータリークラブと繋いで、社会福祉や私から社会のためにできる全てのことを積極的にしたいと思っております。
例えば、日本で学んだ日本語を必要な子供たちに教えたり、子供の福祉、もちろん支援も一生懸命したいと思っております。
　私はロータリー米山記念奨学金制度を受けてロータリー米山記念奨学生になったことを、人生の中で受けた素晴らしい機
会だと思います。それは今年のロータリーのテーマ「ロータリーは機会の扉を開く」というテーマの通り私の人生でたくさ
んの機会の扉を開けることができたと思います。それは感謝の気持ちで伝えしております。留学先として日本に来て、国と
全く違う文化や全く違う考え方があるさまざまな国々の方々とコミュニケーションを取りながらうまく活躍するということは
あまり簡単なことではないと思いますが、奨学生としてのこの短い期間でとても大切なそういったことも学んでいます。た
とえば、ロータリークラブ例会でも、またロータリーの色々なイベントや交流活動などで様々な立場の方々とお互いにコミュ
ニケーション取りながら活躍することができることはたくさん勉強になるからです。それは将来の社会人として、とても役に
立ちます、とてもいい経験になります。ということを皆様に感謝の心で伝えておきます。ロータリアンのもう一つの特長と
して、留学生の私たちでは簡単に会えない、社会経験がたくさんある立場の方々とコミュニケーションをできたり、わから
ないことやアドバイスを受けることができたり、助けてもらったりすることも素晴らしい機会だと思います。たとえば、例会
で若い方々や、もちろん年配の方々と話したり、新しい友達ができたりするからです。もちろんカウンセラー石田先生もい
つも助けてもらったりお世話になったりしています。特に、人間関係は一番大切だと思っています。皆様の笑顔を取り組ん
だ力のおかげでいただいている奨学金は大切に使っています。残念ながら今年の初めてから新型コロナウイルスの影響でア
ルバイトも少なくなってしまって、また母国スリランカもしばらく緊急事態制限されてしまったので、家族の収入も減少して
しまって、家族からの支援も大変なところ自立した留学生生活をおくるために、いただいた奨学金がとても役に立ちました。
学費、試験料などのために大切につかっていることを皆様に感謝の心で伝えたいと思います。ありがとうございます。
　これからも大網世話クラブのロータリー米山記念奨学生として皆様と楽しみに活躍したいと思います。
　ご清聴ありがとうございます。


